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農村叙景滑稽いろは歌 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解 説 

1929 年（昭和 4）10 月、ニューヨーク株式取引所の株価暴落を契機に発生した世界恐

慌の影響が翌 1930 年（昭和 5）に日本に波及しました。同年 1 月 11 日に断行された金解

禁による不況とあわせて、日本経済は深刻な影響を受けています（昭和恐慌）。 

米価は 1920 年代、植民地米の移入により低迷を続けていましたが、昭和恐慌により一

層下落しました。繭価も、アメリカへの生糸輸出の激減を受けて暴落しています。さらに

1931 年（昭和 6）は東北・北海道を中心に大凶作に見舞われました。東北地方を中心に農

民の困窮は激しく（農業恐慌）、欠食児童や女子の身売りが続出しました。 

福井とのかかわり 

 福井県の養蚕戸数は 1930 年（昭和 5）に約 2 万戸を数え、全農家の 3 割近くが養蚕業

に携わっていました。同年、雪害を免れ養蚕農家が増産を目指していたところへ、繭価の

暴落に見舞われます。多くの農産物価格も下落し、秋に入って米価も下落しました。 

翌 1931 年（昭和 6）にかけての米価は白米 1 升がたばこ 1 箱とほぼ同じ値段でした。

山村では木炭の価格低落、漁村では漁獲不振と魚価低落に苦しめられました。その結果、

山村や漁村では小学校の欠食・欠席児童が増え続け、その対策として 1932 年末から学校

給食が開始されています。上級学校への進学者も激減し、大野中学校や大野高等女学校で

は 1932 年度募集に志願者 1 名という事態に陥りました。 

こうしたなか、農村救済を目的にした諸政策が打ち出されました。その 1 つに農村救済

土木事業があります。大規模な公共土木工事を行い、貧窮する農民に労賃収入の機会を与

えて農村経済の活性化をはかろうという施策でした。しかしこの時期、福井県の嶺北地方

では人絹織物業が急速に発展し、農村労働力の多くは機業工場に吸収されて、農民がすす

んで土木事業に就労する状況にはありませんでした。 

資料の注目ポイント 

農村叙景滑稽いろは歌は、「いろは」の 47 文字を順に冠して、恐慌期の農村をとりまく

社会情勢をうたった戯れ歌です。1931 年（昭和 6）の福井県農会報（2 月号）に投稿され

ています。作者「昭和雪坊主」については不明ですが、当時の農村・農家が抱える課題や

矛盾を見事にうたいあげています。 

例えば「やとはれることのみ思ふ青年よ、麦にこやしの一杯もやれ」の句（①）は、都

市の俸給労働者にあこがれ、農業を嫌う青年層の意識がよく表れています。 

     1931（昭和 6）『福井県農会報』 

  

① 
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関連資料 

名称 概要 備考 

『福井県農会報』第 270 号 
1931 年（昭和 6）刊行、当館蔵 

行政刊行物 40000481 
当館にて閲覧可能 

米の生産量･価額の変遷（グラフ） 

1926（昭和元）～1940（昭和 15）の福

井県における米の生産量･価額の変遷を

示すグラフ。県統計白書より作成。 図説福井県史 近代 19 昭和恐慌と農村 掲載 

（https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/fukui/07/zusetsu/zusetsuframe.html） 

繭の生産量･価額の変遷（グラフ） 

1926（昭和元）～1940（昭和 15）の福

井県における繭の生産量･価額の変遷を

示すグラフ。県統計白書より作成。 
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